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昭和60年度庶務概要

(1) 摸

所 長 次 長

総 務 室

5名漁 場 部

6名は た て 貝 部

5名貝 類 部

7名魚 類 部

6名海 草 部

5名調 査 船

5名(なつどまり･自鳥丸)

構(2) 職 員 名

簿区 分 職 名 氏 名 区 分

職 名 氏 名研 究 職 所 長 武 尾 善 蔵 技能職 (-

) 技 能 技 師 鹿 内 満 春〟行 政 職 次 長総 務 室 長 浅 加 信 雄村 井 新 一 〟 〟 川 村 要研 究 職 魚 類 部 長 田 村 真

通〟 主 任 古 川 箕 〟 主

任 研 究 員 塩 垣 優〟 〟 清 藤 教 夫 〟

技 師 工 藤 敏 博技能職 (-) 技 能 技 師 和

田 幸 市 〟 〟 吉 田 秀 雄〟 〟 盛 善 道 技能職 (-) 技 能

技 師 福 田 慎 作研 究 職〟 漁 場 部 長主 任 研 究 員 林 義 考中 谷 肇 〟 技 能 主 事 五十嵐 照 明研

究 職 海 草 部 長 足 助 米 久〟 技

師 三津谷 正 〟 主 任 研 究 員 能登谷 正 浩〟

〟 高 林 信 雄 〟 〟 植 村 康〟 〟 今 井 美代子 〟

技 師 桐 原 慎 二A/ 〟 姥 名 政 仁

技熊職 (-) 技 能 主 事 木 村 幸 子研 究 職 はたて 貝部長 青 山 禎 夫 海事職 (二) なつ

どまり船長 浜 田 勝 雄〟 主 任 研 究 員 田 中 俊 輔 〟 〃 機関長 横 浜 昌 夫〟 〟 重 野 忠 〟 ク 一等

航海士 鈴 木 常 雄〟 技 師 封 烏 廉 介 技能職 (二) ク 甲板長

本 間 直 吉〟研 究 職〟 〟貝 類 部 長主 任 研 究 員 榊 昌 文千 葉 照須 川 人 志

誓霊莞 宝 臨-



(3) 歳出予算執行状況

事 業 細 目 事 業 内 容 決 算

額所 費人 件 草 職員給料､手当､共済費､臨時職員賃金 円263,026,000229,291

,000般 管 理 費 人件費以外の管理運営費 23,

380,000白 鳥 丸 運 航 管 理 費 自鳥丸の運航管理費

2,130,000なつどま り運航管理費 なつどまりの運航管

理費 8,225,000試 験

研 究 費 7,059,000ホタテガイ生育環境

調査 餌料調査ほか 433,000ホタテガ イ増養殖試験 天然採苗予報調査､地まき

漁場調査､養殖実態調査 1,273,000重 要 貝類 増 養 殖 試 験海 藻 類 増 養 殖 試 験 アワビ放流追跡調査､

ホツキガイ漁場及び資源調査､ 1,116

,000アカガイ天然採苗試験､サザエ生態調査

モズク増養殖試験､エゴノリ増養殖試験 . 504,000マ ダ ラ 増 殖 試

験 マダラ親魚､稚魚生態調査､人工ふ化放流試験 638,000有 用 甲殻 類 増 殖 試 験
シャコ人工ふ化試験､ トゲクリカニ中間育成試験 f 559,000

ウ ニ 増 殖 試 験 空ウニ生態､資源量調査及び天然採苗試験 ー 467,000ホタテガ イ第 2次異常 へい死防止実証試験､卵機能と初期餌

料の研究 1,143,000へい死予防対策試験外海ホタテガイ産業定着 II外海放流用種苗確保

､中間育成試験 i 962,000促進研究種 苗 生 産 事 業 費 ! 21,441,
000ホ タ テガ イ種 苗 生 産アクア トロン機械施設 ホタテガイの種苗生

産試験

蔓 218,000アクアトロン機械施設の運営及び保守管理

い7,766,000ii運営費ヒ ラ メ 種 苗 生 産 ヒラメの種苗量産試験 f1,281,000アカガイ種苗生産技術開発試験 アカガイの種苗量産技術の開発及び

増殖実証試験 十052,000ナ マ コ 増 殖 試 験 ナマコの種苗生産試験､天然採苗試験､増殖実験試験 1

,124,000指 定 試 験 研 究 費 9,680,000浅 海 定 線 調 査 水質､プラ

ンクトン､気象､海況の調査 560,000生鮮貝類有効利用技術 解毒基礎試験､原因プランクトン大量採集装置の試作 3,52

0,000開発研究養殖漁場における適正 と採取､プランクトン.無

毒化試験､養殖方法改良試

験､毒



事 業 細 目 事 業 内 容 決 算

額低温性餌 料開発 試 験 冬期発生する魚類 (マダラ､マコカレイ等)のための 円3,000

,000初期餌

料開発試験陸 奥 湾 開 発 調 査 費海 況 自 動 観 測 事 業海 況 補 完 調 査 事 業 ブイロボットによる海況の周年観測及び機器の保守管 20,471,00019,238,000745,000理､データ解析海況自動観測の補完 (広

域､他項目等)の調査海況予報技術確立調査事業 海況予測手法の開発及び茂浦定置観測､水温

情報発行 488,000水 産 業 振 興 費保 護 水 面 管 理 事 業放 流 技 術 開 発 事 業 アカガイ生物調査､環境調査､ホタテガイ生

物調査､

10,350,000

環境調査ヒラメ種苗量産試験さけます資源増大対策 さけの放流稚魚追跡調査､沿岸環境調査､額魚調査

低水温関連環境調査事業 低水温関連環境調査漁 場 整 備 開 発 事 業 費大規模増殖場造成事業津軽海域総合開発事業地域沿岸漁場モデル開発

アワビの増殖場の効果調査

10,075,000ホツキガイの幼椎貝調査

ツルアラメの現存量及び増殖試験サザエの分布状況

調査三厩村地域における漁業経営の

現況､操業の実態およ調査事業 び漁場の現状､利用実態

調査水 産 業 総 務 費水産業振 興対 策 事 業 審議会等 67,000水 産 試 験 場

費組織的調査研究活動推進事業 調査対象地域 :平内町 550,000水 産 業 企 画 調 査 費赤潮予察情報交換事業 環境及びプランクトン調査､貝毒測定､ 7,

452,0002,470,0001,771,498-354,412,498重要貝類毒化

対策事業関根浜及びその周辺地域 貝毒発生漁場環境調査､毒化原因プ

ランクトン調査､毒化状況調査ホタテガイ放流漁場適地調査､放流ホタテガイ追跡詞漁業拡大調査事業企 画 総 務 費電源立地地域温排水対策 査及びサケ稚魚海中飼育海藻類､有用底棲動物分布調

査及び温度別海藻類発生事業総 務 管 理 費

人 事 管 理 費



(4) 研究成果 ･指導資料等の発行状況

･研 究 報 告 書

Ni 誌 名 発 行 年

月第 4 号 青森県水産増殖センター研究報告 昭

60.12･セ

ンターだよりNl

発 行 年 月 日第 32 号 (4.5.6月

号) 昭60. 5第 33 号 (7.8.

9月号) 和60. 8第 34 号 (10.ll.

12月号) 昭60.12第 35 号 (ll.2.3月号) 昭61.

3･センターから公刊 した報

告書題

名 発 行 年 月昭和60年度漁況海況予報事

業浅海定線調査結果報告書 (陸奥湾)昭和60年度

生鮮貝類有効利用技術開発研究報告書昭和60年度重要貝類毒

化対策事業報告書 (広域分布調査)昭和60年度東北 ･北海道沿岸海域における Dinop

hysisfortiiの分布動態昭和60年度重要貝類毒化対策

事業報告書 (毒化予知手法開発研究)昭和60年

度組織的調査研究活動推進事業報告書二枚貝養殖漁場における適正収容力に関する研究 (昭和59･60年度とりまとめ報

告書)ホタテガイ増殖の手引き

昭 61. 3

昭 61. 3

昭 61. 3

昭 61. 3

昭 61. 3

昭 61. 3

昭 61



･センターで調査研究を担当し公刊 した報告書

題 名 発 行 機 関 発 行 年

月昭和60年度赤潮 .特殊プランクトン予察調査報告書 青 森 県 昭

61. 3昭和60年度重要貝類毒化対策事業報告書 (毒化モニタリング) 青 ■ 森 県

昭 61. 3昭和60年度保護水面管理事業調査報告書 (ホタテガイ .アカガイ) 青

森 県 昭 61. 3昭和60年度東通原発地点海域温排水等影響調査報告

書 青 森 県 昭 61. 3昭和60年度放流技術開発事業 (放流漁場高度利用技術開発あわび 青 森 県 昭 61. 3

類)報告書･学会誌その他への投稿青 山 禎 夫 (1985) ‥日本全国沿岸海洋誌 pp.199-203.

東海大学出版会青 山 禎 夫 (1985) :陸奥湾におけるホタテガイ増養殖とその課題

昭和60年度秋季水産海洋シンポジウム福 田 慎 作 ･横 山 勝 幸 ･早 川 豊 ･中 西

広 ･義 (1985) :青森県陸奥湾口部におけるマダラ成魚の標識放流について､栽

培技研報14(2)pp.7ト77･照 ･能登谷 正 浩 (1985) :ツルアラメ

幼芽胞体内の核分裂､北海道大学水産学部研究柔報第36巻第 3号 pp.83-86

.･センター情報種

類昭和60年度ホタテガイ採苗速報

昭和60年度ホタテガイ養殖管理情報昭和60年度ホタテガイ採苗情報 (N

HKテレビ､ラジオ)陸奥湾

海況月報陸奥湾の水温 (東奥日報社) 期 間 お よ

び

回 数昭60.4-7 (11回

)昭 60.8-61.2 (

4回)昭 60.8- 7 (12回)

昭 60.4-61.3

(12回)昭 60.4-

61.3(毎日､日曜祭日のぞく

)昭 60


